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小さく、ハートの形にも似た葉形が可愛らしい「アスティナ・クレス」。名前の語源は、その昔北アメリカの部族

（Atsina Indians）にあるようで、彼らはのどの痛みなどの鎮痛に甘いホットハーブティーのような用法でこの葉

を使用していたと言われています。なるほどと思えるのは、柔らかい葉を口に含むと、爽やかなアニスのような香

りが広がり、その後味のスキッとするような感じはほかのハーブとはまた少々異なる感覚を覚えます。欧米では甘

いデザート（特にチョコレート系）に添えられたりして、スイーツとのコンビネーションの良さで、食のプロフェ

ッショナルの中ではずいぶんと知られている存在のようです。そしてその特性から、淡泊な魚との相性も良いとい

われていますし、使い方によっては個性的な和食の添え物やサラダなどに加えても面白いかもしれません。個性の

あるアスティナ・クレスは国産としては今回、初の販売となります。弊社のカタログではおなじみのトッピングシ

リーズとミニシリーズの 2サイズをご準備いたしておりますので、皆様のご利用をお待ち申し上げております。 
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